
LIQUID eKYC のご案内（ICチップ方式版）v2.11 nonNDA

※1 ITR「ITR Market View:アイデンティティ・アクセス管理/個人認証型セキュリティ市場2025」eKYC市場:ベンダー別売上金額シェア(2019年度~2024年度予測)

※2 グループ累計=LIQUID eKYCとPolarify eKYCの合計

業界トップの”低い離脱率”と”高い自動審査率”を提供し、ユーザ獲得率最大化！
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ELEMENTSグループ概要

設立 2013年12月

代表

取締役
代表取締役社長 長谷川 敬起

所在地

東京都中央区日本橋本町3-8-3

日本橋ライフサイエンスビルディング3

（5階）

グループ

会社

株式会社Liquid、株式会社ポラリファイ、

株式会社ELEMENTS CLOUD四国、

X PLACE株式会社、

株式会社アドメディカ、株式会社IDEAL、

PT. Indoliquid Technology Sukses

証券コード 東証グロース市場 5246

従業員数
103名（2025年11月末、連結）

※正社員および有期雇用人員の合計

事業内

容

• 生体認証・画像解析・機械学習技術を活

用した個人認証ソリューション

• 衣食住における個人最適化

ソリューション

• 個人情報を管理するクラウドサービスの

開発、提供

受賞

・

採択

• 総務省

「ICTイノベーション創出チャレンジプ

ログラム」

• 経済産業省・総務省

「IoT Lab Selection」第1回グランプリ

• 独立行政法人中小企業基盤整備機構

「Japan Venture Awards 2018」JVA

審査委員長賞

• 一般社団法人東京ニュービジネス協議会

「第17回 IPO大賞」

• 「日本スタートアップ大賞2024」総務

大臣賞
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ELEMENTSグループ概要

⚫ 当グループは株式会社ELEMENTS とその連結子会社5社、持分法適用会社1社で構成

① 2018年 12月
② 生体認証の研究・システム開発

株式会社 Liquid（リキッド）

① 2017年 5月
② 本人確認 (eKYC)・生体認証サービス

株式会社ポラリファイ

① 2015年 11月
②ヘルスケア事業・Web広告事業

株式会社アドメディカ

① 2025年 6月
② AI 学習・推論向けGPUリソースのクラウド提供

株式会社
ELEMENTS CLOUD四国

① 2022年 12月
② 行動解析の研究・システム開発

X PLACE 株式会社
（クロスプレイス）

① 2019年 3月
②足形解析の研究・システム開発

株式会社 IDEAL（イデアル）

① 設立 ② 事業内容

連結子会社

持分法適用会社

※ 持分法非適用関連会社としてPT. Indoliquid Technology Suksesが存在
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LIQUID 提供サービス全体概要

LIQUID eKYC

初回登録（身元確認） 不正検知 取引時認証（当人認証）

LIQUID Auth

事業者横断の顔/身元/端末情報等を
活用した不正検知オプション

本人確認

eKYC Applicant
-本人確認ツール-

Auth Face FIDO認証
（パスキー）

エンドユーザー

身元情報

本人確認書類のICチップ読取

本人容貌画像

導入事業者

eKYC Manager
-本人確認審査の管理ツール-

①本人特定事項の一致判定

②容貌の一致判定 ③電子署名検証

AI審査

クラウド（AWS）

本人確認結果

4

3,500万件以上
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導入実績

◼ eKYC市場シェア 6年連続No.1 ※1

◼ 累計本人確認件数 1億5,000万件 突破！※2

うち、ICチップ方式は2,000万件 突破！

■導入社数導入社数600社 突破！※2

*1)出典：ITR「ITR Market View：アイデンティティ・アクセス管理／個人認証型セキュリティ市場2025」eKYC市場：ベンダー別売上金額シェア（2019年度～2024年度予測）
*2)ELEMENTSグループ累計値

銀行系 他金融系 通信系

都市銀行
地方銀行

ネット銀行 クレジットカード
後払い

証券
FX

資金移動業
暗号資産

カードローン 通信

ゆうちょ銀行

三菱UFJ信託銀行

三井住友銀行

りそな銀行

福岡銀行

千葉銀行

京都銀行

住信SBIネット銀行

イオン銀行

PayPay銀行

セブン銀行

ソニー銀行

GMOあおぞらネット銀行

JCB

オリコ

クレディセゾン

エポスカード

トヨタファイナンス

新生フィナンシャル

Paidy

GMOクリック証券

SMBC日興証券

松井証券

トレイダース証券

OANDA証券

インヴァスト証券

マネーパートナーズ

コインチェック

bitFlyer

GMOコイン

DMM Bitcoin

Bank Pay

bitbank

ビットポイントジャパン

NTTドコモ

KDDI

ソフトバンク

NTT東日本

NTT西日本

UQ mobile

KDDI Digital Life

アコム

プロミス

アイフル

新生フィナンシャル

ドコモファイナンス

SOMPOクレジット

5



本人確認（身元確認）における基礎情報
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今後の本人確認方式

※ 黄色背景部分は、LIQUID eKYCのASPサービス範囲外ですが、提携企業との連携やご紹介等が可能

※ 参考：携帯電話不正利用防止法に基づく本人確認方法の見直しの方向性について（総務省）https://www.soumu.go.jp/main_content/000942596.pdf を加工して作成

犯収法 ホ方式 ヘ方式 ト方式 チ方式 カ方式：JPKI
（旧ワ方式）

ル方式
(Apple Wallet等)

携帯法 ハ方式 二方式 （ホ・へ） （ホ・へ） へ方式 （ホ・へ） チ方式 リ方式

古物営業法 8号 9号 4号 4号 4号 4号 11号 － 法律未整備

イメージ

写真付本人確認
書類の撮影

写真付本人確認
書類のIC情報

本人確認書類の
撮影

写真付本人確認
書類のIC情報

本人確認書類の
撮影

本人確認書類
のIC情報

マイナンバーカード
のIC情報の送信

Apple Wallet等
に格納したマイナン
バーカードIC情報の

送信

法律にお
ける今後
の方針

2027年3月
廃止予定

存置
2027年3月

廃止予定
存置

2027年3月
廃止予定

存置 存置
新設

（存置）

セルフィー セルフィー 銀行API 銀行API
顧客宛てに

転送不要郵便を送付
顧客宛てに

転送不要郵便を送付

厚み
その他の

特徴

ICチップ

氏名…
住所…
生年月日…

ICチップ

氏名…
住所…
生年月日…
性別…

厚み
その他の

特徴

厚み
その他の

特徴

ICチップ

氏名…
住所…
生年月日…

ICチップ

氏名…
住所…
生年月日…

氏名…
住所…
生年月日…

 2027年4月に犯罪収益移転防止法（犯収法）、2026年4月に携帯電話不正利用防止法（携帯法）が改正され、

ICチップ読取方式等（へ方式、カ方式（JPKI）、ル方式等）に限定される見通しです。

 これまでの画像撮影による本人確認（ホ方式等）に近い離脱率を維持するためには、へ方式の導入が鍵となります。

7

https://www.soumu.go.jp/main_content/000942596.pdf
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個人顧客向け類型 方法
2018年11月30日

～2025年6月23日 ※1
2025年6月24 ※2

2027年4月1日
改正予定 ※3

本人確認書類を用いた方法

書類撮影 ※3

＋セルフィー撮影
ホ ホ 廃止

書類IC読取
＋セルフィー撮影

へ へ ホ

書類撮影 ※3

＋銀行等への顧客情報照会
ト ト 廃止

書類IC読取
＋銀行等への顧客情報照会

ト ト ヘ

書類撮影 ※3＋ 転送不要郵便 チ チ 廃止

書類IC読取（又は本人確認書類の
原本送付※4）＋ 転送不要郵便

チ チ ト

カード代替電磁的記録を用いた方法
Apple Wallet ※2

（2026年秋頃予定：Android）
－ ル リ

電子署名を用いた方法
公的個人認証サービスの署名用
電子証明書を用いた方（JPKI）

ワ カ ヲ

犯罪収益移転防止法 方式名称の変更一覧

現行：犯収法

※1) LIQUID eKYCの各種資料では、2025年6月23以前の犯収法の方式名「ホ・へ・ワ・ト・チ」での表記があります。

※2) 2025年6月24日 犯罪による収益の移転防止に関する法律施行規則の一部を改正する命令（同日施行）にて、「カード代替電磁的記録」を用いた方法

 である「ル方式（Apple Wallet等）」が追加されています。デジタル庁からAndroidは2026年秋頃にリリース予定との発表がありました。

※3) 2027年4月1日の法改正（予定）で、書類の画像撮影をする方式が廃止になる予定です。

 LIQUID eKYCでは犯収法の本人確認以外の用途向けに、ホ方式（書類撮影+セルフィー撮影）等のサービス提供は継続します。

※4) 2027年4月1日の法改正（予定）後、ICチップ付きの本人確認書類を保有しない者等への対応として、一定の本人確認書類（住民票の写し等）の

 原本送付を受け、かつ取引関連文書を転送不要郵便物として送付する方法を残置するなど、補完措置が整備されます。
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カ方式*旧ワ方式（公的個人認証：JPKI）とは

9

 電子証明書の有効性確認後に、本人確認情報（基本4情報：氏名、住所、性別、生年月日を含む）を返却します。

 地方公共団体情報システム機構（J-LIS）へ有効性の照会を行い、最新の登録情報の差異を確認します。

対応書類 認証情報 入力内容 主な取得データ ロック回数

マイナンバーカード JPKI-AP
マイナンバーカードの署名用電子証明書パスワード
6桁～16桁の英数字

• 氏名
• 住所
• 生年月日
• 性別

5回

事業者側ページカード読取読取説明認証情報の入力全体説明事業者側ページ
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事業者側ページICチップ読取パスワード入力表情筋＋フラッシュ顔正面

公的個人認証 JPKI+（容貌）

10

ポイント JPKI+（容貌）概要

1

JPKIによる身元確認時に容貌撮影を行い、その容貌画像にJPKIの電子署名を付与
電子署名した画像データをサーバーに送信し、サーバー側で電子署名検証する。
JPKI ＋ 容貌で不正の抑止力に（不正発覚時には容貌画像を警察等に提出可能）
※ JPKIのICチップ読取では基本4情報（氏名・住所・生年月日・性別）の取得で、容貌画像は含まれていないため、

 セルフィー画像との顔認証は実施できません。（JPKIには容貌画像が含まれていないため）

2
容貌画像をクラウド型顔認証：Auth Face（顔認証）に活用
・取引時認証における不正事例が増加しており、なりすまし困難な顔認証に活用
・FIDO認証、パスキー登録時（バインディング時）の顔認証に活用

3
容貌画像を不正検知に活用
・容貌画像から過去に不正したことのある「警告リスト：約10,000件の容貌データ」と突合し不正を検知
・生年月日 × 容貌の組み合わせの数十万件のデータと照合し不正を検知

4
・（eKYC Managerをご利用の場合）アクティブ判定の本人同一性判定のスコアが低い場合、または
・容貌パッシブ判定機能(有償オプション)の真贋確認結果スコアが低い場合はeKYC Managerで目視確認

事業者側ページ

特許技術

※ 容貌パッシブ判定オプション（有償）を利用することで、ランダムアクション（表情筋+フラッシュ判定）を省略することが可能
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事業者側ページ本人容貌の撮影カード読取読取説明

11

ヘ方式（IC読取＋容貌撮影）とは

 カ方式（JPKI）と比較し、対応書類が多く、マイナンバーカードの暗証番号が不要な為、

離脱率低くご利用いただけます。

認証情報の入力全体説明事業者側ページ

対応書類 認証情報 入力内容 主な取得データ ロック回数

運転免許証 PIN1, PIN2 自身で設定した４桁の暗証番号×２回
• 氏名/生年月日/住所
• ICチップ内顔写真画像
• 外字画像（氏名/住所）

• 撮影容貌画像 3回

マイナンバーカード 券面入力補助AP
マイナンバーカードに記載の生年月日6桁
＋有効期限西暦４桁＋セキュリティコード４桁

• 氏名/生年月日/住所/性別
• ICチップ内顔写真画像

• 撮影容貌画像 10回

在留カード
特別永住者証明書

在留カード番号
在留カード/特別永住者証明書に記載されてい
る12桁（英字２桁＋数字８桁＋英字２桁）

• 表面画像
• ICチップ内顔写真画像

• 撮影容貌画像 なし
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ル方式（Apple Wallet等）とは

12

 2025年6月24日の改正犯収法に対応した、iPhoneのApple Walletに登録されたマイナンバーカードだけで実
現する身元確認方式となります。

 Androidのマイナンバーカードは、2026年秋頃に提供開始予定とデジタル庁より発表がありました。

 ル方式では自身のスマホと生体情報（Face ID顔認証もしくはTouch ID指紋認証）のみが必要となり、低い離
脱率が期待できます。

マイナポータルアプリで事前にApple Walletへ

マイナンバーカードを登録する

対応書類 認証情報 入力内容 主な取得データ

iPhoneの
マイナンバーカード

生体情報 Face ID or Touch ID（iOS標準）
• 氏名/生年月日/住所/性別
• 顔写真画像
• マイナンバー（個人番号）

SDK版 リリース済み
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その後の
当人認証顔画像の一致判定容貌撮影

ル方式＋容貌撮影とは

13

 Apple Wallet等からマイナンバーカード情報取得＋リアルタイムで本人容貌を撮影する身元確認方法です。
マイナンバーカード情報に含まれる容貌画像との一致判定を行います。

 メリット

1. 不正登録されたiPhoneのマイナンバーカードでも、
その場で撮影された顔との突合判定により、不正利用を防ぐことができる。

2. マイナンバーカードに含まれる顔写真は白黒の低画質画像であることに対して、セルフィーでは、
カラーの本人容貌画像を撮影するため、当人認証シーンにおける精度の高い顔認証を実現することができる。

スマホウォレットの読取
事前にマイナンバーカードを

iPhoneに登録する

生体認証
Face ID or Touch ID ✓ 本人容貌とICチップ内

顔写真の一致判定

Auth Faceに
よる顔認証

マイナポータルアプリで事
前にApple Walletへマイナ
ンバーカードを登録する 本人容貌撮影

SDK版 リリース済み



LIQUID eKYC 提供機能
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LIQUID ekYC サービスの特徴

1. ユーザの離脱を徹底的に防ぐ仕組みを提供

• IC読取による本人確認では、撮影による本人確認と比べて、ユーザが最後まで完了でき
ない障害がいくつも存在します。

• LIQUID eKYCでは主に以下の機能を提供し、他社よりも低い離脱率を実現しています。
• IC読取＋容貌撮影
• ICおまかせパック
• IC読取に不慣れなユーザを徹底的にサポートしたUX

2. 本人確認コストを最小化する高い自動審査率を提供

3. 高度な不正検知判定を提供

• 最終的な本人確認コストは、IC読取件数×IC読取単価 ＋ 目視件数×目視単価 となります。
• 本人確認コストを最小化せるためには、目視件数をいかに減らせるか、つまり目視に頼ら

ずAIでいかに自動審査できるかが重要となります。

• IC読取による本人確認であっても不正な申請を完全に防ぐことはできません。
• 特に公的個人認証（JPKI）においては、外国人が帰国する際に金銭目的でマイナン

バーカード（および暗証番号）を譲渡する事例が増えています。
• LIQUID eKYCでは、業界唯一の顔画像を用いた不正検知機能を提供しており、この他

にも様々な不正検知ソリューションを備えています。
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1. ユーザの離脱を徹底的に防ぐ仕組み

 主な離脱ポイントに対する LIQUID eKYC のソリューション

1. IC読取＋容貌撮影 2. 外国人判定機能 3. ICおまかせパック

4. インストラクションと
エラーハンドリング

5. ICチップ自動探索機能 6. 高水準のリアルタイム
画像品質チェック

➢ 公的個人認証の取りこぼしを救済
します。

➢ 外国人による申請で、在留カード
の提出を必須としたい場合に、マ
イナンバーカードや運転免許証で
の申請をブロックします。

➢ 1つのAPIで複数方式を一括組み
込みでき、エンドユーザーが使用
する端末ごとに最適な方式を自動
案内します。

➢ 想定される失敗シーンを全て考慮した丁
寧なインストラクションページや、読取
時に失敗の理由を具体的に提示するエ
ラー表示など、ユーザが迷わず一発で成
功できるUXを提供します。

➢ Androidは機種によって読取位置
が異なる中、誰でも簡単にタッチ
すべき位置を特定できます。

➢ 帽子・マスク・サングラス等の着用判定
や、手ぶれ判定、白飛び判定、明るさ判
定、大きさ判定などを含みます。

16
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2. 高い自動審査率を実現するAI審査機能

• 高い自動審査率を実現するための機能

顔の同一判定 氏名/住所の一致判定 在留カードの表面画像処理

LIQUID
eKYC

ソリューション

競合他社含む
一般的な課題

IC内顔画像は荒く、通常の顔認証エ
ンジンでは高い精度が出せない。
• MNカード：白黒の低画質画像
• 運転免許証：白黒の低画質画像
• 在留カード：カラーの低画質画像

文字の表記揺れにより、単純
な完全一致判定では高い自動
審査率が出せない。

在留カードのICデータは主に
表面画像と容貌画像でテキス
ト情報がないため、そのまま
では自動審査が不可能。

IC読取における総本人確
認件数 2,000万件の実績
から、IC読取の顔認証に
特化した専用エンジンを
提供！

• 充実した氏名/住所の一致
判定ロジック

• 30コ以上のメトリクスに
よる揺らぎを吸収

• 外字吸収
• AI誤判定の取りこぼしを

逃さない審査ツール＆
BPOオプション

在留カードICから取得で
きる表面画像に対して自
動でOCRを実施し、得ら
れたテキスト情報をもと
に自動審査を実施！

（旧姓）
山田花子

（通称）
小林花子

高 髙

髙 画像化

実際の運転免許証IC
チップに格納されて
いる画像例→

実際の在留カー
ドICチップに格
納されている表
面画像例→

17



© 2026 Liquid Inc.

2. 高い自動審査率を実現するAI審査機能

• AI審査は以下の情報等を用いて自動判定処理を行います。

• 各判定チェックはON/OFFカスタマイズ可能となります。

■自動審査項目の一部

✓ 身元情報の一致（氏名、住所、生年月日、在留資格、在留期限など）

✓ 有効期限のチェック

✓ ICチップ内顔写真と容貌画像の同一判定

✓ 小型特殊自動車判定

✓ ブラックリスト/警告リスト判定（氏名、生年月日、顔画像など）

✓ インジェクション攻撃判定

✓ 年齢判定

■へ方式の顔認証精度(FAR1/10万以下)

マイナンバーカードIC 運転免許証IC 在留カードIC

98.7 99.3 95.7% % %

• 顔認証エンジンは機械学習した専用のLiquid独自エンジンとなり、読取精
度は世界最高水準を実現しています。

• ICチップ内の顔写真は圧縮された荒い画像となりますが、以下の通り高い
精度で顔認証が可能となります。

■常用漢字/外字における表記揺れの吸収

• 常用漢字と外字の揺らぎを吸収するために、1500文字以上の
常用漢字/外字のデータベースを保有しています。

• 様々な金融機関からフィードバックを頂きながら継続的に拡
充しています。

■表記揺れの吸収ノウハウ（住所表記の例）

• 様々な住所表記の揺らぎを吸収します。下記は一例となります。

白黒の低画質画像 白黒の低画質画像 カラーの低画質画像

18
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3. 高度な不正検知判定機能

 LIQUID eKYCでは、業界唯一の顔画像を用いた不正検知機能を提供しており、この他にも様々な不正検知ソ
リューションを備えております。

容貌真贋判定
カメラインジェクション

攻撃判定
不正申請目視確認

過去ユーザー
同一人物判定

顔の使いまわし判定
本人特定事項の
使いまわし判定

容貌の警告リスト判定
本人特定事項の
警告リスト判定

• ディスプレイ攻撃や写真攻撃
による容貌のなりすましを検
知する真贋判定

※  顔認証向けなりすまし
  検知AI「Liquid PAD」

• スマホやPCのカメラ制御を
ハッキングし、ツールによっ
て仮想的な映像に差し替えた
攻撃であるかどうかを判定

• AIと人間の目視確認をハイブ
リッドに行い、審査専門ス
タッフによる人の目でしか気
づけない違和感をチェック

• 主に複垢防止を目的として過
去のeKYC情報と合致するかど
うかを判定

• 過去の申請の中に同一の顔が
あるが、氏名/生年月日が完全
一致していない場合を判定

• 過去の申請の中に同一の氏名/
生年月日があるが、異なる顔
である場合を判定

• 警告リスト登録された申請
データ（顔）と一致する場合
に判定

• 警告リスト登録された申請
データ（氏名/生年月日）と一
致する場合に判定

19
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顔認証向けなりすまし検知AI「Liquid PAD」
参考

20

 顔認証向けなりすまし検知AI「Liquid PAD」が生体認証技術の評価・試験方法に関する国際規格

「ISO/IEC 30107」の公式確認書を、第三者評価機関であるFime社より受領

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000088.000061051.html
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導入までの流れ
WEB型

LIQUID eKYC 概要確認

導入事業者様

LIQUID eKYCサービスの概要と
機能の確認

NDA締結

LIQUID eKYCの詳細確認を
するためにLiquid雛形でNDA
を締結
※Liquid雛形で調整困難な場
合は、導入事業者様のNDA雛
形を確認可能

本フローはカスタムブランご選択の事業者様のおける導入フローになります。

ご選択される方式・カスタマイズ要件の有無などにより、追加の要件/設定確認などが別途必要になる可能性がございます。

ご契約 ご利用準備/リリース

LIQUID eKYCサービスインまでの流れ

ご契約前合意詳細確認概要確認

両社

LIQUID eKYC 詳細確認

導入事業者様

LIQUID eKYCの仕様書等確認

※その他、検討に必要な情報
を確認

LIQUID eKYC 導入可否判断

LIQUID eKYC導入のトータル
コスト、投資対効果等をもと
に導入可否を判断

導入事業者様

LIQUID eKYC 価格

／導入スケジュールの合意

・各種マニュアル確認
・価格及びスケジュールの合意
*契約書作成前に本番提供開始日の
合意が必要

＊1セキュリティチェック

導入ガイドの記入・提出

LIQUID eKYCの環境構築の
ための設定ヒアリングシート
（＝導入ガイド）をご提出

導入事業者様

契約関連資料の確認

｢ASPサービス利用規約｣｢サー
ビス仕様書｣｢利用申込書兼通
知書｣等を確認

導入事業者様

契約締結

LIQUID eKYCの契約手続き

＊1 Liquidで用意したセキュリティレポートはカスタムプラン、ベーシックプランともに無料でご提供いたします。導入事業者様の個別のセキュリティチェックシート
  の回答が必要な場合は、カスタムプランは有料（設問の多さなどによって1回15万円～または固定月額+1万円～）にて承ります。

検証環境構築／提供

環境提供後、両社で接続確認

本番環境構築／提供

環境提供後、両社で接続確認
＊2本番環境提供月より費用発生
（日割り計算はありません）

＊2 検証環境提供月から最大6か月以内に本番環境を構築/提供(本番環境提供月より費用発生)
  ただし、IC読取方式(へ、カ方式等)の場合は、J-LISの審査等に約1～2か月かかるため、検証環境提供月から最大8か月以内（+2か月）に本番環境を構築/提供

両社

両社

LIQUID eKYC サービス開始

両社

両社

導入事業者様

導入事業者様

IC読取方式に係る申請手続き

AID開示にかかる申請書類およ
び公的個人認証サービス利用
申込にかかる申請書類の提出

事業者様のシステム開発

・SaaSサービスとの連携
・SDK組込

導入事業者様

PR協力可の事業者様は
プレスリリース

*J-LISの審査等に約1～2か月か
かるため、早めの申請を推奨

*検証環境構築前（2～3週間前）
までにご提出が必要

*検証環境構築前（2～3週間前）
までに締結が必要
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